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る。平成 17（2005）年⚙月 30 日、厚田村とともに石狩
市と合併をした。当時は、989 世帯 2,027 人であった
が、現在（平成 27 年）は 821 世帯 1,441 人まで減少し
ている。最も世帯数と人口が多かったのは昭和 30 年





































































浜益区計 822 1,462 775 53.0 浜益区計 1,006 2,104 893 42.4
浜益 163 282 140 49.6 浜益 201 408 138 33.8
群別 94 159 86 54.1 群別 118 234 106 45.3
幌 108 172 114 66.3 幌 145 266 146 54.9
床丹 7 7 7 100.0 床丹 10 10 8 80.0
千代志別 6 9 7 77.8 千代志別 9 13 12 92.3
雄冬 5 5 3 60.0 雄冬 4 7 6 85.7
川下 175 311 171 55.0 川下 184 417 162 38.8
柏木 126 250 102 40.8 柏木 155 364 113 31.0
実田 68 125 60 48.0 実田 74 165 81 49.1
御料地 4 11 6 54.5 御料地 5 17 7 41.2
毘砂別 49 96 57 59.4 毘砂別 67 134 78 58.2
送毛 8 16 10 62.5 送毛 12 27 18 66.7
濃昼 9 19 12 63.2 濃昼 22 42 18 42.9
（資料：石狩市人口・人口構造統計※外国人含まず）
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1 1 単身 80 代 女 歩行不安バス利用 野菜作り 移動販売 月⚑町バス 週⚑デイサービス、ヘルパー
2 1 単身 80 代 女 ほぼ屋内 テレビ 配達近隣が注文 月⚒甥の車
旧知の近隣が代わりに電話
金銭請求を取次いでくれる
3 1 単身 80 代 女 ほぼ屋内 家事 子が持参 月⚑子の車 冬場は札幌の子宅毎週子が来ておかず作置き
4 1 単身 80 代 女 自立バス利用 野菜作り 移動販売 月⚑バス
山菜や魚介等をよく貰う
調理して近隣へ配る
5 1 単身 60 代 男 自立バス利用
スポーツ
読書、家事 移動販売 ⚓ヶ月⚑バス 札幌等へ行き知り合いと会う
6 1 単身 60 代 女 自立車を所有
山菜取
漁の手伝い 車で買物 月⚑親の見舞いで札幌へ行く





























10 1 単身 70 代 女 ほぼ屋内 野菜作り 移動販売 月⚑バス 子宅に行き買物雪かきで転倒骨折歴あり





12 1 単身 70 代 女 自立 野菜作り 移動販売 月⚑バス 消防団が来て雪かき
13 1 単身 80 代 女 歩行不安 野菜作りテレビ 移動販売 月⚑町バス 服は親戚に頼む



























バス利用 野菜作り バスで買物 月⚑町バス
移動販売がなくなり不便
冬は除雪ボランティアを依頼


















20 1 単身 70 代 男 自立車を所有 漁を手伝い 車で買物
移動販売がなくなり不便
よく札幌の兄弟の所へへ行く





























24 1 単身 70 代 女 自立 野菜作り 移動販売子が持参
子が服を送ってくれる
隣接区へハイヤー
25 2 夫婦 70 代60 代
男
女 自立 野菜作り 移動販売 月⚒バス 夫が出先で買物してくれる































































































































































5 0 兄弟が年⚒回来訪 集落行事に参加 知り合いと集まる
6 0 お盆に兄弟集まる 同居してた親が入院後に施設入所
魚を配る
雪かき頼まれる
7 0 兄弟は多い集まる頻度は減 集落の世話役
























12 2 札幌 月⚑来訪 近い集落に兄弟 おかずのやり取り遊びに行き来





14 4 札幌道外 盆と正月に帰省 親戚の往来多い 野菜のやり取り 寄り合いに参加
来た旅行者と
話す






17 2 札幌 連絡はよくある 車の便宜を図ってくれる















21 3 札幌 子が頻繁に来訪 札幌に兄弟多い兄弟に山菜配る
集落の世話役
野菜のやり取り 月命日にお経
22 4 石狩札幌 同居子は仕事と家事 時々兄弟と電話 訪ねて話す








25 3 札幌 子がお盆に来訪 立ち話をする
26 4 同集落札幌 子と頻繁に往来 立ち話をする 月命日にお経
27 3 札幌道内 夫の通院を手伝う 夫の兄弟が多い 会えば長話








































No 今後の生活 集落とのつながり 行事・懐かしい事、集落への愛着
1 死ぬ迄ここがいい 近い集落から嫁入り 次々と花が咲く
2 このまま暮らす 現家で生まれ育つ 小学校時代のお祭り、母早世し家事で明け暮れた
3 動けなくなれば施設へ この集落から嫁入り 花火大会、運動会、今も月⚑集落の宮参りをする
4 ここに住むしかない この集落から嫁入り 子育て等で忙しかった、今が一番いい
5 今のままここで暮らす 一旦他出後戻り親と同居 マイペースで暮らせる、近隣の干渉がない
6 施設入所した親の経過次第 一旦他出後戻り親と同居 生まれ育ち自然がいい、魚や食物がおいしい
7 町には行きたくない 一旦他出後戻り親と同居 浜も山も自然がいい、数人で月⚑集落の宮参りをする
8 仏壇があり離れられない 一旦他出後戻り家族の世話 生まれ育ち暮らしが安心、近所付き合いが濃い
9 先々困るけど今はいい （亡夫の生まれ育った集落） 魚新鮮、嫁いで来て暮らしやすい、
10 ほかに行き場所がない （亡夫の生まれ育った集落） いいところはない、嫁いできて今が一番いい
11 自由だし、仏壇もある 近い集落から嫁入り 浜がいい、舅から大事にされた
12 自由なここがいい 近い集落から嫁入り 浜も山も自然がいい、魚や食物がおいしい
13 ゆっくりのんびり暮らす （亡夫の生まれ育った集落） 住んでる所が一番、道内から嫁ぎ夫が優しかった
14 やれる限り続けたい ⚓代続き誇らしい 秋の景色、若い頃の青年会活動
15 引き継いだので続ける 生まれ育って後を継いだ いいところはない、春の農業準場が楽しい
16 今のところ問題ない ここで生まれ育つ 秋の紅葉やキノコ採り、人を気にせず農業ができる
17 どこにも行く気はない 夫婦ともに生まれ育つ 山菜が採れて空気がいい
18 車が使えなくなるまでここ 夫婦ともに生まれ育つ 店と漁をして暮らせた、気を遣わずに暮らせる
19 漁ができるうちは住む 一旦仕事で他出後戻る 海川山の自然がいい、今を楽しめればいい
20 ずっとここにいる 一旦仕事で他出後戻る 気楽に暮らせる、近い集落の温泉が楽しい
21 動けるうちはここにいる 一旦仕事で他出後戻る 秋のキノコ採り、祭りや行事が楽しかった
22 元気に動けるうちはいい （亡夫の生まれ育った集落） 道内から嫁入り、みんな仲良くしてくれる
23 生まれ育って離れられない 一旦仕事で他出後戻る 婦人部はよく集まっていた、何とか暮らしてきている
24 倒れるまでここがいい 近い集落から嫁入り キノコ採りが楽しみ、よく働いて子を育てた
25 よそへ行く気はない 夫はここで生まれ育つ 山菜採りが楽しみ、ここの生活が楽しい
26 このままでいい （亡夫の生まれ育った集落） 道内から嫁入り、漁の手伝いが面白かった
27 動けなくなれば施設へ 近い集落から嫁入り 秋の景色がきれい、勤めて働きづめ
28 今のところこのまま 一旦仕事で他出後戻る こじんまりして住みいい、人が多く賑やかだった
29 元気なうちは住む 近い集落から嫁入り 野菜の収穫が楽しい、子育てでよく働いた
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